
 
 

ソーシャルワーク専門職のグローバル定義 
 
ソーシャルワークは、社会変革と社会開発、社会的結束、および人々のエンパワメントと

解放を促進する、実践に基づいた専門職であり学問である。社会正義、人権、集団的責任、

および多様性尊重の諸原理は、ソーシャルワークの中核をなす。ソーシャルワークの理論、

社会科学、人文学、および地域・民族固有の知 1を基盤として、ソーシャルワークは、生活

課題に取り組みウェルビーイングを高めるよう、人々やさまざまな構造に働きかける 2。 
 
この定義は、各国および世界の各地域で展開してもよい 3。 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
注釈 
 
注釈は、定義に用いられる中核概念を説明し、ソーシャルワーク専門職の中核となる任

務・原則・知・実践について詳述するものである。 
 
中核となる任務 
 
ソーシャルワーク専門職の中核となる任務には、社会変革・社会開発・社会的結束の促

進、および人々のエンパワメントと解放がある。 
 
ソーシャルワークは、相互に結び付いた歴史的・社会経済的・文化的・空間的・政治的・

個人的要素が人々のウェルビーイングと発展にとってチャンスにも障壁にもなることを認

識している、実践に基づいた専門職であり学問である。構造的障壁は、不平等・差別・搾

取・抑圧の永続につながる。人種・階級・言語・宗教・ジェンダー・障害・文化・性的指

向などに基づく抑圧や、特権の構造的原因の探求を通して批判的意識を養うこと、そして

構造的・個人的障壁の問題に取り組む行動戦略を立てることは、人々のエンパワメントと

解放をめざす実践の中核をなす。不利な立場にある人々と連帯しつつ、この専門職は、貧

                                                   
1 「地域・民族固有の知（indigenous knowledge）」とは、世界各地に根ざし、人々が集団レベルで長期間

受け継いできた知を指している。中でも、本文注釈の「知」の節を見ればわかるように、いわゆる「先住

民」の知が特に重視されている。 
2 この文の後半部分は、英語と日本語の言語的構造の違いから、簡潔で適切な訳出が非常に困難である。

本文注釈の「実践」の節で、ここは人々の参加や主体性を重視する姿勢を表現していると説明がある。こ

れを加味すると、「ソーシャルワークは、人々が主体的に生活課題に取り組みウェルビーイングを高められ

るよう人々に関わるとともに、ウェルビーイングを高めるための変革に向けて人々とともにさまざまな構

造に働きかける」という意味合いで理解すべきであろう。 
3 今回、各国および世界の各地域（IFSW/IASSWは、世界をアジア太平洋、アフリカ、北アメリカ、南アメ

リカ、ヨーロッパという 5つの地域＝リージョンに分けている）は、このグローバル定義を基に、それに

反しない範囲で、それぞれの置かれた社会的・政治的・文化的状況に応じた独自の定義を作ることができ

ることとなった。これによって、ソーシャルワークの定義は、グローバル（世界）・リージョナル（地域）・

ナショナル（国）という 3つのレベルをもつ重層的なものとなる。 



 
 
困を軽減し、脆弱で抑圧された人々を解放し、社会的包摂と社会的結束を促進すべく努力

する。 
 
社会変革の任務は、個人・家族・小集団・共同体・社会のどのレベルであれ、現状が変

革と開発を必要とするとみなされる時、ソーシャルワークが介入することを前提としてい

る。それは、周縁化・社会的排除・抑圧の原因となる構造的条件に挑戦し変革する必要に

よって突き動かされる。社会変革のイニシアチブは、人権および経済的・環境的・社会的

正義の増進において人々の主体性が果たす役割を認識する。また、ソーシャルワーク専門

職は、それがいかなる特定の集団の周縁化・排除・抑圧にも利用されない限りにおいて、

社会的安定の維持にも等しく関与する。 
 
社会開発という概念は、介入のための戦略、最終的にめざす状態、および（通常の残余

的および制度的枠組に加えて）政策的枠組などを意味する。それは、（持続可能な発展をめ

ざし、ミクロ－マクロの区分を超えて、複数のシステムレベルおよびセクター間・専門職

間の協働を統合するような）全体的、生物―心理―社会的、およびスピリチュアルなアセ

スメントと介入に基づいている。それは社会構造的かつ経済的な開発に優先権を与えるも

のであり、経済成長こそが社会開発の前提条件であるという従来の考え方には賛同しない。 
 
原則 
 
ソーシャルワークの大原則は、人間の内在的価値と尊厳の尊重、危害を加えないこと、

多様性の尊重、人権と社会正義の支持である。 
 
人権と社会正義を擁護し支持することは、ソーシャルワークを動機づけ、正当化するも

のである。ソーシャルワーク専門職は、人権と集団的責任の共存が必要であることを認識

する。集団的責任という考えは、一つには、人々がお互い同士、そして環境に対して責任

をもつ限りにおいて、はじめて個人の権利が日常レベルで実現されるという現実、もう一

つには、共同体の中で互恵的な関係を確立することの重要性を強調する。したがって、ソ

ーシャルワークの主な焦点は、あらゆるレベルにおいて人々の権利を主張すること、およ

び、人々が互いのウェルビーイングに責任をもち、人と人の間、そして人々と環境の間の

相互依存を認識し尊重するように促すことにある。 
 
ソーシャルワークは、第一・第二・第三世代の権利を尊重する。第一世代の権利とは、

言論や良心の自由、拷問や恣意的拘束からの自由など、市民的・政治的権利を指す。第二

世代の権利とは、合理的なレベルの教育・保健医療・住居・少数言語の権利など、社会経

済的・文化的権利を指す。第三世代の権利は自然界、生物多様性や世代間平等の権利に焦

点を当てる。これらの権利は、互いに補強し依存しあうものであり、個人の権利と集団的

権利の両方を含んでいる。 
 



 
 
「危害を加えないこと」と「多様性の尊重」は、状況によっては、対立し、競合する価値

観となることがある。たとえば、女性や同性愛者などのマイノリティの権利（生存権さえ

も）が文化の名において侵害される場合などである。『ソーシャルワークの教育・養成に関

する世界基準』は、ソーシャルワーカーの教育は基本的人権アプローチに基づくべきと主

張することによって、この複雑な問題に対処しようとしている。そこには以下の注が付さ

れている。 
 

文化的信念、価値、および伝統が人々の基本的人権を侵害するところでは、そのよう

なアプローチ（基本的人権アプローチ）が建設的な対決と変化を促すかもしれない。

そもそも文化とは社会的に構成されるダイナミックなものであり、解体され変化しう

るものである。そのような建設的な対決、解体、および変化は、特定の文化的価値・

信念・伝統を深く理解した上で、人権という（特定の文化よりも）広範な問題に関し

て、その文化的集団のメンバーと批判的で思慮深い対話を行うことを通して促進され

うる。 
 
知 
 
ソーシャルワークは、複数の学問分野をまたぎ、その境界を超えていくものであり、広

範な科学的諸理論および研究を利用する。ここでは、「科学」を「知」というそのもっとも

基本的な意味で理解したい。ソーシャルワークは、常に発展し続ける自らの理論的基盤お

よび研究はもちろん、コミュニティ開発・全人的教育学・行政学・人類学・生態学・経済

学・教育学・運営管理学・看護学・精神医学・心理学・保健学・社会学など、他の人間諸

科学の理論をも利用する。ソーシャルワークの研究と理論の独自性は、その応用性と解放

志向性にある。多くのソーシャルワーク研究と理論は、サービス利用者との双方向性のあ

る対話的過程を通して共同で作り上げられてきたものであり、それゆえに特定の実践環境

に特徴づけられる。 
 
この定義は、ソーシャルワークは特定の実践環境や西洋の諸理論だけでなく、先住民を

含めた地域・民族固有の知にも拠っていることを認識している。植民地主義の結果、西洋

の理論や知識のみが評価され、地域・民族固有の知は、西洋の理論や知識によって過小評

価され、軽視され、支配された。この定義は、世界のどの地域・国・区域の先住民たちも、

その独自の価値観および知を作り出し、それらを伝達する様式によって、科学に対して計

り知れない貢献をしてきたことを認めるとともに、そうすることによって西洋の支配の過

程を止め、反転させようとする。ソーシャルワークは、世界中の先住民たちの声に耳を傾

け学ぶことによって、西洋の歴史的な科学的植民地主義と覇権を是正しようとする。こう

して、ソーシャルワークの知は、先住民の人々と共同で作り出され、ローカルにも国際的

にも、より適切に実践されることになるだろう。国連の資料に拠りつつ、IFSW は先住民を

以下のように定義している。 
 



 
 

・地理的に明確な先祖伝来の領域に居住している（あるいはその土地への愛着を維持

している）。 
 

・自らの領域において、明確な社会的・経済的・政治的制度を維持する傾向がある。 
 

・彼らは通常、その国の社会に完全に同化するよりも、文化的・地理的・制度的に独

自であり続けることを望む。 
 

・先住民あるいは部族というアイデンティティをもつ。 
 

http:ifsw.org/policies/indigenous-peoples 
 
実践 
 
ソーシャルワークの正統性と任務は、人々がその環境と相互作用する接点への介入にあ

る。環境は、人々の生活に深い影響を及ぼすものであり、人々がその中にある様々な社会

システムおよび自然的・地理的環境を含んでいる。ソーシャルワークの参加重視の方法論

は、「生活課題に取り組みウェルビーイングを高めるよう、人々やさまざまな構造に働きか

ける」という部分に表現されている。ソーシャルワークは、できる限り、「人々のために」

ではなく、「人々とともに」働くという考え方をとる。社会開発パラダイムにしたがって、

ソーシャルワーカーは、システムの維持あるいは変革に向けて、さまざまなシステムレベ

ルで一連のスキル・テクニック・戦略・原則・活動を活用する。ソーシャルワークの実践

は、さまざまな形のセラピーやカウンセリング・グループワーク・コミュニティワーク、

政策立案や分析、アドボカシーや政治的介入など、広範囲に及ぶ。この定義が支持する解

放促進的視角からして、ソーシャルワークの戦略は、抑圧的な権力や不正義の構造的原因

と対決しそれに挑戦するために、人々の希望・自尊心・創造的力を増大させることをめざ

すものであり、それゆえ、介入のミクロ－マクロ的、個人的－政治的次元を一貫性のある

全体に統合することができる。ソーシャルワークが全体性を指向する性質は普遍的である。

しかしその一方で、ソーシャルワークの実践が実際上何を優先するかは、国や時代により、

歴史的・文化的・政治的・社会経済的条件により、多様である。 
 
 この定義に表現された価値や原則を守り、高め、実現することは、世界中のソーシャル

ワーカーの責任である。ソーシャルワーカーたちがその価値やビジョンに積極的に関与す

ることによってのみ、ソーシャルワークの定義は意味をもつのである。 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
※「IFSW 脚注」 
2014 年 7 月 6 日の IFSW 総会において、IFSW は、スイスからの動議に基づき、ソーシャ

ルワークのグローバル定義に関して以下の追加動議を可決した。 



 
 
 
IFSW 総会において可決された、ソーシャルワークのグローバル定義に関する追加動議 
「この定義のどの一部分についても、定義の他の部分と矛盾するような解釈を行わないも

のとする」 
「国・地域レベルでの『展開』は、この定義の諸要素の意味および定義全体の精神と矛盾

しないものとする」 
「ソーシャルワークの定義は、専門職集団のアイデンティティを確立するための鍵となる

重要な要素であるから、この定義の将来の見直しは、その実行過程と変更の必要性を正確

に吟味した上ではじめて開始されるものでなければならない。定義自体を変えることを考

える前に、まずは注釈を付け加えることを検討すべきである。」 
 
 
 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
2014 年７月メルボルンにおける国際ソーシャルワーカー連盟（IFSW）総会及び国際ソーシャ

ルワーク学校連盟（IASSW）総会において定義を採択。日本語定義の作業は社会福祉専門職団

体協議会と（一社）日本社会福祉教育学校連盟が協働で行った。2015 年 2 月 13 日、IFSW と

しては日本語訳、IASSW は公用語である日本語定義として決定した。 
社会福祉専門職団体協議会は、(NPO)日本ソーシャルワーカー協会、（公社）日本社会福祉士会、（公

社）日本医療社会福祉協会、（公社）日本精神保健福祉士協会で構成され、IFSW に日本国代表団

体として加盟しています。 
 
 
 


